
第三種郵便物認可　平成17年10月１日（土曜日）中小企業タイムズ（3）

1．社内留保型 
 　（退職給与引当金を利用していた場合）

退職給与引当金は、既に廃止されています
（平成14年4月1日の事業年度より） 

税務　これまでの引当金（損金算入）を向こう10年で均等
に取り崩し益金として課税されます。これにより、
社内留保型の税制面のメリットはなくなります。

債務　退職金資金（キャッシュ）が積み立てられている訳
でないので毎年の債務（積み立て不足）が増大します。

財務　退職者が発生の都度急な資金調達が必要になるの
で企業財務を圧迫します。

中退共制度に切り替え・導入した場合   
税務　1．毎月の掛け金が全額損金算入できます。
　　　2．2つの掛け金助成が受けられます。
　　　3．中退共導入時から10年間さかのぼって掛け金を      

　 払い込むことにより全額損金算入できます。

　　　4．運用益は、非課税です。
　　　5．積み立て資産は、非課税です。

債務　退職金規定によりますが掛金を拠出した時点で、企
業の債務はありません。

財務　1．中退共に掛け金を拠出することで費用の平準化
　 及び確実資産形成が可能となります。

　　　2．中退共から退職金が支給されるので退職者が多数
　 発生しても急な資金調達はなく企業財務を圧迫し 
　 ません。

２．適格退職年金から中退共への移行

退職金制度
を考える

共 済 ア ラ カ ル ト

　調査対象の50業界のDI値は、製造業においては、「業界の景況」は回復、「売上高」はや
や回復、「収益状況」は不変、非製造業においては、「業界の景況」は不変であったが、「売
上高」は悪化、「収益状況」はやや悪化、全体としては「業界の景況」はやや回復、「売上高」
「収益状況」はやや悪化した。
　製造業の一部（自動車関連など）において明るい兆しが見え始めているが、原油価格
高騰に伴うコストの増加分を販売・納入価格に転嫁できない業界は、収益状況が悪化し
ているなど、ますます企業間格差が拡大している。

景況情報
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成17年 ８月分）

詳しい資料請求は、山梨県中小企業団体中央会　労働課 組沢まで

企業財務の観点から見た現退職金制度の問題点

中退共制度に切替えることによる様々メリット

 ご存じのように、退職金制度は大きな変革の時期を迎えています。又退職金制度は企業経営に直結する経営課題と位
置づけられており、企業経営の生命線でもあります。   
 そこで、中央会としましては、企業財務の観点から見た現退職金制度の問題点を、中退共制度に切替えることによる
メリットとしご紹介いたします。   

中退共制度

平成24年3月までに廃止と
なります

平成24年3月までは、退職金
制度を廃止することなく適格
退職年金の積み立て資産を全
額中退共に移換できます

適格退職年金制度
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□
業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品
製
造
／
洋
菓
子
関
連
は
、

冷
菓
を
は
じ
め
、
焼
き
菓
子
な
ど
が

順
調
に
推
移
し
、
前
年
比
微
増
。
し
か

し
、
ア
ー
モ
ン
ド
、
砂
糖
な
ど
の
原
材

料
価
格
の
上
昇
と
原
油
価
格
の
高
騰

に
伴
う
包
材
の
値
上
げ
が
収
益
を
圧

迫
。
水
産
物
加
工
は
、
原
料
費
の
高
騰

に
伴
う
製
品
値
上
げ
予
告
に
対
す
る

駆
け
込
み
需
要
が
あ
り
売
上
が
増
進

し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
製
麺
は
、
季
節

商
品
で
あ
る
﹁
お
ざ
ら
﹂
が
若
干
売
上

を
伸
ば
し
た
。
ま
た
、
国
産
ワ
イ
ン
の

出
荷
量
が
こ
こ
数
ヶ
月
微
増
傾
向
。

●
繊
維
・
同
製
品
／
織
物
は
、
日
傘
が

天
候
不
順
の
た
め
需
要
が
上
が
ら
ず

に
、
在
庫
が
増
加
し
た
た
め
、
来
期
の

受
注
減
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
ク
ー

ル
ビ
ズ
に
対
応
し
た
商
品
開
発
を
は

じ
め
た
企
業
が
あ
る
。
衣
服
製
造
は
、

下
請
け
加
工
が
中
心
で
あ
り
、
先
行

き
に
不
安
。

●
窯
業
土
石
製
品
／
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
出
荷
量
は
、
民
間
物
件
の
動
き

が
あ
っ
た
が
公
共
土
木
物
件
が
な
く

前
年
比
減
。
ま
た
、
二
次
製
品
を
使
用

し
て
の
工
事
が
多
く
な
り
、
骨
材
使

用
量
が
ま
す
ま
す
減
少
傾
向
。
今
後

も
物
件
が
少
な
く
、
厳
し
い
状
況
が

続
く
と
予
測
。

■
非
製
造
業

●
小
売
業
／
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
は
来
客
数
が
増
加
し
て

も
、
目
的
買
い
の
来
店
者

が
多
く
、
売
上
の
増
加
に

は
結
び
つ
い
て
な
い
。
水

産
物
は
、
原
油
価
格
の
高

騰
に
伴
い
、
国
内
産
練
り

物
製
品
が
値
上
が
り
傾
向

に
あ
り
、
寒
い
季
節
を
む
か
え
お
で

ん
類
な
ど
の
消
費
へ
の
影
響
が
懸
念
。

食
肉
は
、
豚
肉
の
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
発

令
が
予
測
さ
れ
、
在
庫
量
が
増
加
し

た
た
め
、
単
価
が
値
下
が
り
し
、
収
益

が
減
少
。
牛
肉
は
、
盆
明
け
の
天
井
価

格
は
過
ぎ
た
模
様
。
ま
た
、
今
年
は
猛

暑
の
影
響
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の

屋
外
イ
ベ
ン
ト
が
不
調
で
、
一
般
消

費
が
伸
び
悩
ん
だ
。
青
果
は
、
県
外
資

本
の
大
型
店
が
、
本
部
一
括
仕
入
で

県
内
の
市
場
を
利
用
し
な
い
た
め
、

取
引
量
が
減
少
し
て
い
る
。
家
電
は
、

昨
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
猛
暑
の
影

響
で
液
晶
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
が
異

常
に
伸
び
た
た
め
、
前
年
比
減
。
液
晶

は
販
売
価
格
が
下
落
し
て
い
る
た
め

収
益
が
減
少
。
今
後
は
、
地
上
波
デ
ジ

タ
ル
放
送
の
普
及
に
よ
る
買
い
換
え

需
要
に
期
待
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

は
、
元
売
り
各
社
が
八
月
に
続
き
、
九

月
も
二
円
程
度
値
上
げ
を
予
定
し
て

お
り
、
小
売
価
格
に
確
実
に
転
嫁
す

る
必
要
が
あ
る
。
低
価
格
帯
の
車
が

売
れ
筋
で
あ
り
、
加
え
て
値
引
き
幅

が
大
き
く
な
っ
た
た
め
売
上
高
が
減

少
し
、収
益
が
激
減
。

●
サ
ー
ビ
ス
業
／

ホ
テ
ル
・
旅
館
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
中
心

の
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
来
客

数
が
増
加
し
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
及
び
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
個
人
・
グ
ル
ー
プ

旅
行
の
予
約
が
増
加
し
て
お
り
、
そ

れ
に
対
応
し
た
Ｐ
Ｒ
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

●
建
設
業
／
民
間
建
築
物
件
の
需
要

が
少
な
い
の
に
加
え
、
指
し
値
に
よ

る
発
注
の
た
め
、
赤
字
工
事
と
な
る

場
合
が
あ
る
。
利
幅
が
少
な
く
と
も

受
注
可
能
な
企
業
は
多
忙
で
あ
る
。

骨
材
価
格
が
値
戻
し
で
値
上
が
り
し

た
が
、
受
注
単
価
に
反
映
で
き
る
か

は
不
明
で
あ
る
。
加
え
て
、
年
度
末
に

向
け
て
の
見
積
も
り
が
少
な
い
な
ど
、

先
行
き
不
透
明
な
要
素
が
多
い
。



管
工
事
は
、
請
負
工
事
の
減
少
に
よ

り
、景
況
感
、収
益
力
と
も
に
悪
化
。

●
運
輸
業
／
タ
ク
シ
ー
業
界
は
、
昨

年
ほ
ど
猛
暑
で
な
い
た
め
、
利
用
客

が
減
少
し
、
収
益
が
減
少
。
バ
ス
業
界

は
、
原
油
価
格
の
高
騰
が
経
営
を
圧

迫
。
ト
ラ
ッ
ク
業
界
は
、
省
エ
ネ
に
配

慮
し
た
事
業
経
営
も
限
界
が
近
く
、

石
油
関
連
製
品
の
経
費
が
増
加
し
た

た
め
、廃
業
者
の
増
加
が
懸
念
。

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
私
共
の
組
合
は
、甲
府
駅
を
中
心
に
、シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
・
温
泉
旅
館
・
ビ
ジ
ネ
ス
旅

館
・
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど
様
々
な
形
態
の
宿
が
加
盟
し
て
お
り
、八
月
は
全
般
的

に
施
設
的
な
差
は
あ
る
も
の
の
横
ば
い
を
維
持
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
そ
の
中
で
、ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
は
安
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、シ
テ
ィ
ホ

テ
ル
な
ど
は
、宴
会
、婚
礼
、レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
景
気
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
こ
ろ

が
少
な
く
な
い
。

　
最
近
の
旅
行
傾
向
は
、バ
ブ
ル
経
済
の
こ
ろ
の
団
体
旅
行
、全
盛
時
代
は
終
わ
り

個
人
旅
行
の
時
代
に
な
っ
た
。そ
の
表
れ
の
一
つ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

予
約
の
増
加
で
あ
る
。こ
う
し
た
お
客
様
は
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
集
め
、趣
味
に
合
っ

た
旅
行
を
自
分
で
つ
く
る
。ま
た
、高
額
な
サ
ー
ビ
ス
を
求
め

る
お
客
様
と
、安
い
も
の
で
い
い
と
い
う
お
客
様
の
二
極
化
も

進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
本
県
の
経
済
に
と
っ
て
観
光
は
大
切
な
も
の
で
あ
り
、ど
れ

だ
け
活
性
化
さ
れ
て
く
る
か
が
重
要
で
あ
る
。行
政
で
も
観
光

に
対
す
る
態
勢
を
強
化
し
て
、
色
々
と
動
き
が
出
て
き
て
い

る
。例
え
ば
、大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
で
あ
る
。

　
ま
た
、N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
が﹁
風
林
火
山
﹂と
決
定
し
、

来
年
の
八
月
か
ら
本
県
を
主
な
舞
台
と
し
て
ド
ラ
マ
の
撮
影

が
始
ま
る
。こ
の
よ
う
な
点
で
、観
光
客
を
誘
致
す
る
こ
と
が

で
き
る
。こ
れ
を
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、ホ

テ
ル
業
界
が
纏︵
ま
と
︶ま
る
と
同
時
に
切
磋
し
て
、ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
業
界
を
飛
躍
さ
せ
て
行
き
た
い
。

  

趣
味
は

趣
味
は

  

？？
はは

　
海
外
旅
行
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
観
光
地
を
見
た
り
、芸
術
・
文
化
を
学
び
感
性
を

高
め
る
た
め
に
旅
行
へ
行
く
。
今
回
、
旅
行
で
見
た
素

晴
ら
し
い
現
地
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
甲
府
へ
持
ち
帰

り
た
い
、
同
じ
物
を
造
っ
て
み
た
い
と
、
南
フ
ラ
ン
ス

の
旅
行
を
し
て
現
地
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
入
れ
た
施

設
を
建
設
中
。甲
府
市
小
瀬
の
け
や
き
道
り
沿
い
に
十

月
下
旬
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
﹁
オ
ス
テ
ル
リ
ー
ド
コ
ー
ト

タ
ジ
ュ
ー
ル
﹂が
オ
ー
プ
ン
予
定
で
あ
る
。

　
コ
ー
ト
タ
ジ
ュ
ー
ル
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
調
の
邸
宅
を

貸
し
切
っ
て
ゲ
ス
ト
の
方
々
を
お
招
き
す
る
ハ
ウ
ス

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
の
施
設
で
、フ
ラ
ン
ス
産
の

ワ
イ
ン
や
食
材
を
活
か
し
た
料
理
を
ご
用
意
し
て
、お

待
ち
し
て
い
ま
す
。是
非
体
感
し
て
下
さ
い
。



















